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国立研究開発法人日本医௜研究開発機構（AMED） 
 戦റ௓進部感ഉඪ研究課 ຩ༇ಉ๞സ実用化研究事業 

「ຩໂ変೩者のＱＯＬの向上఺び予後改ఒに資する研究」 
 

ಏ෫研஢へのご協力のおൢい 
 

ຩႈ೩೩者さんは、病期の進行状況により、ཿ性ຩ༇、ຩໂ変、ຩቅに大きく分థされます。ຩቅ೩者さ

んに関する೩者数や予後調査については国内外から多数報告されていますが、ຩໂ変೩者さんを対象とし

た調査研究は限定的であり、ຩໂ変の病期の進展状況や生命予後、治௜ఇදの効果については必ずしも明

らかではありません。一方、2010年から໅水、້ ᮰などඪ状のあるຩໂ変೩者さんは身体௽害者手໩の受

給対象者となり 2016年にはその基準が改ၖされました。今後、身体௽害者手໩の基準を検討する上でも、

わが国のຩໂ変೩者さんの実態についてཔ඼する必要があります。 

本研究では、ຩໂ変೩者さんの中でも B型ຩ༇ウイルス感ഉと C型ຩ༇ウイルス感ഉが原౤でຩໂ変と

なられた೩者さんを対象に、合ಡඪの有無、生命予後、治௜ఇදの効果などについて明らかするನに、日

常൧௜でえられた情報をもとに調査研究をおこないます。 

 

本研究では２つのグループの೩者さんを対象として解ෲをおこないます。 

⋇ 2011年 4月から 2012年 3月末までの 1年間に下記の国立病院機構 36施設に通院、治௜中の B型ຩໂ変

೩者さんと C型ຩໂ変೩者さん 

⋈ 2016年 10月から 2017年 12月までの期間に下記の国立病院機構 36施設に加えて国立国際医௜研

究センターの各施設に通院、治௜中の B型ຩໂ変೩者さんと C型ຩໂ変೩者さん 

 

本研究は日常൧௜で得られたಏ෫データ（ຩႈ೩の原౤、ຩቅの有無、治௜の状態、ഷั検査所
見、໅水の有無、食道၌ಯဿᯉの有無など）を集計する研究であり、これにより೩者さんに新たな検
査や費用の負担が生じることはありません。また、研究にඞう情報は、個人が特定されない形でడ重
にඞいます。຦さんの௼重なಏ෫データを使用させていただくことにご理解とご協力をおൢいいたし
ます。 
本研究に関する研究計画書および研究の方法に関する資料を入手ྼはၡ༮されたい場合、もしくはご自
身のデータを研究に使わないでほしいとൌ望されている方、またこの研究に関して質問、相談されたい方
は、下記の連൪先までご連൪ください。 

 
研究代表施設 
連൪先：〒856-8562 長崎県大村市久原 2ഛ目 1001-1 

    国立病院機構長崎医௜センター ಏ෫研究センター 
    研究代表者 八橋  ൞ 
    Ⓖ 0957-52-3121（代表） 
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当院の連൪先  〒612-8555 京都市๯見区深ൃ向ഒ町 1-1 

国立病院機構京都医௜センター 消化器内ఐ 

研究責任者  勝島 ඦ二 

電話：075-641-9161（代表） 

 

本調査参加施設 

国立病院機構病院（36病院） 

長崎医௜センター、京都医௜センター、၆医௜センター、ృ州医௜センター、大阪医௜センター、ᇃ野医

௜センター、高崎総合医௜センター、ി本医௜センター、横浜医௜センター、෽台医௜センター、信州上

田医௜センター、南和స山医௜センター、名古屋医௜センター、東京病院、大分医௜センター、北海道医

௜センター、まつもと医௜センター、金沢医௜センター、岡山医௜センター、四国こどもとおとなの医

௜センター、小ಠ医௜センター、಼害医௜センター、西൮௣中ఙ病院、相模原病院、大阪南医௜センタ

ー、東京医௜センター、米子医௜センター、別府医௜センター、౳川医௜センター、東広島医௜センタ

ー、෡川医௜センター、東名古屋病院、గ国医௜センター、下ಂ津病院、ృ州がんセンター、ఎ၊医௜

センター 

 

国立国際医௜研究センター病院 

 

 

 

 

 
 


